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文
芸
学
に
お
け
る
言
の
時
間
性 

 
 
 
 
 

―
―
「
直
観
」、「
継
起
」
を
始
点
と
し
て
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡 
 

辺 
 

仁 
 

史

 

緒
言 

日
本
に
お
け
る
文
芸
学
の
代
表
的
著
作
の
一
つ
と
し
て
岡
崎
義
恵
『
文
藝
学
概

論
（
１
）

』
が
あ
る

（
「
日
本
文
芸
の
学
」
と
「
日
本
の
文
芸
学
」
と
の
間
で
揺
ら
ぎ
を
示
す
岡
崎
義
恵
に
と
っ
て
は
あ

る
一
時
期
の
学
説
か
も
し
れ
な
い
。
）
。
こ
の
著
作
の
冒
頭
部
に
は
文
芸
学
の
方
法
の
要
諦
と
し
て

「
直
観
」
の
語
が
頻
出
す
る
。
文
芸
の
解
釈
を
理
論
と
実
証
を
結
ぶ
「
直
観
」
に
依
拠
す
る
の
は

方
法
論
と
し
て
茫
漠
と
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
時
代
性
を
考
慮
す
れ
ば
そ
れ
以
前
よ
り

は
深
化
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
意
義
を
認
め
つ
つ
本
稿
は
「
直
観
」
の
限
界
を
見
極
め
、
文
芸

を
よ
り
緻
密
に
分
析
・
統
合
す
る
た
め
に
「
継
起
」
、
「
言
の
時
間
性
」
を
取
り
上
げ
る
。
文
芸
学

（
特
に
文
芸
の
概
念
と
文
芸
史
）
に
お
け
る
言
と
時
間
性
、
文
芸
の
生
成
の
具
体
的
機
構
に
つ
い

て
論
述
し
た
い
。 

「
直
観
」
を
岡
崎
の
文
芸
学
の
方
法
論
的
起
点
と
す
る
の
は
日
本
文
芸
学
の
提
唱
期
、
岡
崎
義

恵
「
文
芸
学
と
文
芸
鑑

賞
（
２
）

」
に
お
い
て
「
科
学
的
」
意
味
で
「
文
芸
学
に
お
い
て
、
か
な
り
美
的

直
観
に
隣
接
す
る
位
の
哲
学
的
直
観
を
用
ゐ
て
、
対
象
の
本
質
を
洞
察
す
る
事
も
行
は
れ
て
よ
い

と
思
ふ
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
よ
る
。
な
お
、
岡
崎
義
恵
の
師
、
大
塚
保
治
『
美
学
概

論
（
３
）

』
の
第
一
章
の
美
学
史
に
は
Ｉ
・
カ
ン
ト
の
紹
介
は
あ
る
が
、
第
三
章
「
美
的
直
観
」
に
は
Ｉ
・

カ
ン
ト
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
大
塚
は
「
美
的
直
観
」
と
い
う
時
の
「
直
観
」
を
哲
学
と
混

淆
さ
れ
な
い
よ
うA
n

sch
au

en

で
は
な
くS

ch
au

en

の
語
を
適
切
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
昭
和
１

０
年
の
岡
崎
義
恵
『
日
本
文
藝

学
（
４
）

』
以
前
に
Ｉ
・
カ
ン
ト 

大
西
克
禮
訳
『
判
断
力
批
判
』
が
昭

和
７
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
。 

  

一 

岡
崎
義
恵
は
「
直
観
」
を
定
義
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

直
観
（
又
は
直
覚
）
は
、
日
本
で
は
特
に
勘
と
い
ふ
や
う
な
語
で
云
ひ
あ
ら
は
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
感
の
語
で
も
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
理
論
や
実
証
を
経
た
後
、

そ
れ
が
感
覚
や
感
情
と
結
合
し
て
習
性
的
な
情
態
を
呈
し
、
も
は
や
理
論
・
実
証
の
手
順
を

歴
ず
し
て
体
験
さ
れ
る
真
理
の
把
握
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
理
論
や
実
証
に
よ
つ

て
確
認
さ
れ
る
真
理
の
予
感
・
予
測
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
（
『
文
藝
学
概
論
』4

ペ
ー

ジ 

以
下
、
ペ
ー
ジ
数
は
す
べ
て
数
字
の
み
記
す
。
） 

そ
れ
に
関
連
す
る
岡
崎
の
「
直
観
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
い
く
つ
か
引
用
し
て
お
く
。 

 
 

 

精
神
科
学
や
文
化
科
学
の
方
面
に
な
る
と
、
直
観
の
働
く
領
域
が
遙
か
に
多
く
な
る
。（
同3

） 

文
芸
学
は
後
に
述
べ
る
や
う
に
、
こ
の
精
神
文
化
の
一
つ
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
美
的
創
造
の

世
界
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
芸
学
の
基
礎
学
と
し
て
美
学
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の
美
学
は
主
と
し
て
論
理
と
直
観
と
に
よ
つ
て
美
の
真
相
を
明
か
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
（
同5

） 

美
的
価
値
は
そ
れ
自
身
非
常
に
直
観
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

や
は
り
研
究
者
の
直
観
を
用
ゐ
て
、
対
象
に
浸
透
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
同

1
1

） 

と
述
べ
る
よ
う
に
岡
崎
に
と
っ
て
「
直
観
」
は
文
芸
学
の
基
本
と
な
る
方
法
で
あ
る
。 

岡
崎
の
師
、
芳
賀
矢
一
『
日
本
文
献

学
（
５
）

』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
Ａ
・
ベ
ー
クE

n
cyklo

p
ä

d
ie 

u
n

d
 M

eth
o

d
o

lo
g

ie d
er p

h
ilo

lo
g

isch
en

 W
issen

sch
a

fte
n

（
６
）

を
参
照
す
る
限
り
、
芳
賀
と
異
な
り
ベ

ー
ク
は
「
直
観A

n
sch

au
u

n
g

」
を
重
視
し
て
い
る
。
一
面
で
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
垣
内
松
三
の
形
象

理
論
に
お
け
る
「
直
観
」
に
つ
い
て
一
部
の
人
々
の
間
で
誤
解
が
あ
る
と
の
垣
内
自
身
の
言
及
も

あ

る
（
７
）

。
な
お
、
Ａ
・
ベ
ー
ク
の
学
説
に
つ
い
て
は
国
松
孝
二
「
文
献
学 

Ａ
・
ベ
ー

ク
（
８
）

」
が
部

一 

関 

高 

専 

研 

究 

紀 

要 
 

 

第 

五 

七 

号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七 
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分
訳
と
と
も
に
概
要
を
提
示
し
て
い
る
。 

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
岡
崎
の
無
時
間
的
「
直
観
」
を
、「
美
的
静
観
性
」（
『
文
藝
学
概
論
』15

5

）
、

「
調
和
」
（
『
文
藝
学
概
論
』1

6
0

）
を
介
し
て
同
じ
く
「
直
観
」
を
重
視
す
る
Ｉ
・
カ
ン
ト
の
「
継

起
」
と
い
う
観
点
か
ら
再
考
し
た
い
。
Ｉ
・
カ
ン
ト 

篠
田
英
雄
訳
『
判
断
力
批
判
』
、
『
純
粋
理

性
批
判
』
（
と
も
に
岩
波
文
庫
）
はn

ach
 ein

an
d

er, su
k

zessiv, F
o

lg
e

を
そ
れ
ぞ
れ
「
経
時
的
」
、

「
継
続
的
」
、
「
継
起
」
と
訳
し
分
け
て
い
る
。
（
篠
田
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
「
あ
と
が
き
」
で
カ

ン
ト
に
お
け
る
「
一
義
異
語
」
の
多
用
を
指
摘
し
て
い
る
。
）
（
「U

」
は
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
Ｉ
・

カ
ン
ト 

K
ritik d

er U
rteilskra

ft
『
判
断
力
批
判
』
、
「V

」
は
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
Ｉ
・
カ
ン
ト 

K
ritik 

d
er rein

en
 V

ern
u

n
ft

『
純
粋
理
性
批
判
』
の
こ
と
で
あ
る
。
数
字
は
そ
の
ペ
ー
ジ
数
で
あ
る
。
） 

（1

）n
ach

 ein
an

d
er

とzu
g

leich
と
の
対
応 

U
1

6
9
 

V
9

4
 

V
9

5
 

V
9

8
 

（2

）Z
u

g
leich

sein

とZ
eitfo

lg
e

と
の
対
応 

U
1

5
7

 

（3

）N
ach

ein
ersein

とZ
u

g
leich

sein
,B

eh
arrlich

en

と
の
対
応 

V
1
1

3
 

（4

）B
eh

arrlich
k

eit

とF
o

lg
e, Z

u
g

leich
sein

と
い
う
時
間
の
三
様
態 

V
2

5
5

 

（
な
おS

u
k

zessio
n

（V
1

0
5

）
は
「
経
時
的
に
相
つ
い
で
起
き
る
こ
と
」
と
訳
さ
れ
る
。
） 

Z
eitfo

lg
e

は
「
時
間
継
起
」
と
訳
さ
れ
る
。
（2

）
か
ら
す
れ
ばZ
u

g
leich

sein

「
同
時
的
存
在
」 

と
関
連
す
る
。
（3

）
か
ら
す
れ
ばN

ach
ein

ersein

「
継
起
的
存
在
」
と
並
立
さ
れ
る
。
（4

）
か
ら

す
れ
ば

Z
u

g
leich

sein

と
並
立
す
る
の
で

Z
eitfo

lg
e

は

F
o

lg
e

と
時
間
の
問
題
に
限
定
す
れ
ば
同

一
と
見
な
し
う
る
。
傍
証
と
し
て
（3

）B
eh

arrlich
en

、
（4

）B
eh

arrlich
k

eit

（
常
住
不
変
性
、
あ

る
い
は
持
続
性
）
が
並
立
し
て
い
る
。
よ
っ
てF

o
lg

e

「
継
起
」
はn

ach
 ein

an
d

er

「
経
時
的
」
と

ほ
ぼ
同
義
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。 

カ
ン
ト
は 

S
ie h

at n
u

r E
in

e D
im

en
sio

n
 ; v

ersch
ied

en
e Z

eiten
 sin

d
 n

ich
t zu

g
leich

, so
n

d
ern

 n
ach

 

ein
an

d
er (so

 w
ie v

ersch
ied

en
e R

äu
m

e n
ich

t n
ach

 ein
an

d
er, so

n
d

ern
 zu

g
leich

 sin
d

). 

時
間
は
、
一
次
元
の
み
を
も
つ
、
従
っ
て
多
く
の
異
な
る
時
間
は
、
同
時
的
で
は
な
く
経
時

的
（n

ach
 ein

an
d

er

）
で
あ
る
。（
そ
れ
は
多
く
の
異
な
る
空
間
が
、
継
時
的
で
は
な
く
て
同

時
的
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
）（V

9
5

篠
田
英
雄
訳
『
純
粋
理
性
批

判
（
９
）

』
（
上
）9

7

―9
8

） 

と
す
る
が
、 

su
ch

en
 w

ir au
ch

 d
iesen

 M
an

g
el d

u
rch

 A
n

alo
g

ien
 zu

 ersetzen
, u

n
d

 stellen
 d

ie Z
eitfo

lg
e 

d
u

rch
 ein

e in
s U

n
en

d
lich

e fo
rtg

eh
en

d
e L

in
ie v

o
r, in

 w
elch

er d
a

s M
an

n
ig

faltig
e ein

e
 

R
eih

e au
sm

ach
t, d

ie n
u

r v
o

n
 ein

er D
im

en
sio

n
 ist, u

n
d

 sch
lie

ß
en

 au
s d

en
 E

ig
en

sch
aften

 

d
ieser 

L
in

ie 
au

f 
alle 

E
ig

en
sch

aften
 
d

er 
Z

eit, 
au

ß
er 

d
em

 
ein

ig
en

, 
d

a
ß

 
d

ieT
eile 

d
er 

erstern
 zu

g
leich

, d
ie d

er letztern
 ab

er jed
erzeit n

ach
 ein

an
d

er sin
d

. 
 

我
々
は
、
こ
の
不
足
を
類
推
に
よ
っ
て
補
お
う
と
し
て
、
時
間
の
継
続
（Z

eitfo
lg

e

）
を
無

限
に
進
行
す
る
直
線
に
よ
っ
て
表
象
す
る
。
そ
し
て
多
様
な
も
の
は
こ
の
直
線
に
お
い
て
、

一
次
元
を
も
つ
と
こ
ろ
の
系
列
を
形
成
す
る
、
そ
こ
で
我
々
は
、
直
線
の
種
々
な
性
質
か
ら

時
間
の
一
切
の
性
質
を
推
及
す
る
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
場
合
に
、
直
線
の
諸
部
分
は
同
時

的
（zu

g
leich

）
に
存
在
す
る
が
、
し
か
し
時
間
の
諸
部
分
は
常
に
経
時
的(n

ach
 

ein
an

d
er)

で
あ
る
と
い
う
点
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。（V

9
7

―9
8
 

篠
田
訳
『
純
粋
理
性
批
判
』
（
上
）

1
0

0

―1
0

1
 

傍
線
筆
者
） 

と
も
述
べ
、
時
間
は
線
と
は
異
な
り
同
時
的
に
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い

る
。
（
た
だ
し
こ
れ
は
「
量

Q
u

an
tu

m

」
の
問
題
を
想
定
し
て
い
る
（U

1
5

7

）
）
。
カ
ン
ト
は
言
語

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
沈
黙
し
て
い
る
の
で
不
明
な
点
が
多
い
が
、
Ｆ
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
『
一
般

言
語
学
講
義
』
「
言
語
記
号
の
性
質 

第
二
原
理
：
能
記
の
線
的
特
質
」
で
提
示
す
る
「
線
」
と
は

近
接
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
述
べ
る
「
能
記
の
線
的
特
質
」
で
は
「
能
記
は, 

聴
取
的
性
質
の
も
の
で
あ
る 

か
ら
、
時
間
の
な
か
に
の
み
展
開
し
、
そ
の
諸
特
質
を
時
間
に
仰
い
で
い
る
：a

）
そ
れ
は
拡
が
り

を
表
わ
す
、
そ
し
て

b

）
こ
の
拡
が
り
は
た
だ
一
つ
の
次
元
に
お
い
て
測
定
可
能
で
あ
る
：
す
な

わ
ち
線
で
あ
る

（
１
０
）

。
」
と
い
う
場
合
に
も
カ
ン
ト
の
「
時
間
継
起
」
は
直
接
参
照
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

た
だ
線
状
性
の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
「
言
語
事
象
を
研
究
し
て
ま
ず
お
ど
ろ
く
こ
と

は
、
話
手
に
と
っ
て
は
、
時
間
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
継
起

su
ccessio

n

は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
：
眼
の
ま
え
に
あ
る
の
は
状
態
で
あ
る
。
」
と
共
時
言
語
学
に
お
け
る
「
継
起
」
の
非
在

を
明
言
し
て
い
る
。
一
方
で
身
体
性
に
関
わ
っ
て
「
聴
覚
的
能
記
は
時
間
の
線
し
か
扱
わ
な
い;

そ
れ
ら
の
要
素
は
順
次
に
現
わ
れ
、
連
鎖
を
つ
く
る
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

  
 

二 
「
時
間
性
」
を
重
視
す
る
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
カ
ン
ト
の
よ
う
な
「
継
起
」
と
い
う
把
握
を

し
な
い
（S

Z
3

5
0

原
・
渡
辺
訳5

4
8

）
。
カ
ン
ト
の
よ
う
に
時
間
と
し
て
の
過
去
・
現
在
・
未
来
に

つ
い
て
論
じ
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
分
類
自
体
を
採
用
し
な
い
。

「
始
め
も
な
け
れ
ば
終
り
も
な
い
純
然
た
る
今
の
連
続
」
（S

Z
3

2
9

原
・
渡
辺
訳5

1
9

）
と
し
て
の

「
通
俗
的
」
時
間
は
「
根
源
的
な
時
間
性
の
脱
自
的
な
性
格
が
水
平
化
（N

iv
ellieru

n
g

）
さ
れ
て

文 

芸 

学 

に 

お 

け 

る 

言 

の 

時 

間 

性 
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し
ま
っ
て
い
る
」
（S

Z
3

2
9

原
・
渡
辺
訳5

1
9

）
点
に
特
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
非
本
来
的
な
時
間
性

で
あ
る
と
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
「
言
の
時
間
性d

ie Z
eitlich

k
eit d

er R
ed

e

」
の
項
で 

Z
u

k
u

n
ft

（
到
来
）・G

ew
esen

h
eit

（
既
在
性
）・G

eg
en

w
art(

現
在)

の
統
一
と
し
て
時
間
性
を
考
え
て
い
る
。 

 
 

Z
eitlich

keit ist d
a

s u
rsp

rü
n

g
lic

h
e 

> 
>  

A
u

ß
er-sich

 < 
< 

a
n

 u
n

d
 fü

r sich
 selb

st. W
ir 

n
en

n
en

 d
ah

er d
ie ch

arak
u

terisierten
 P

h
än

o
m

en
e Z

u
k

u
n

t, G
ew

esen
h

eit, G
eg

en
w

art d
ie

 

E
ksta

sen
 

d
er 

Z
eitlich

k
eit. 

S
ie 

ist 
n

ich
t 

v
o

rd
em

 
ein

 
S

eien
d

es, 
d

as 
erst 

au
s 

sich
 

h
erau

stritt, so
n

d
ern

 ih
r W

esen
 ist Z

eitig
u

n
g

 in
 d

er E
in

h
eit d

er E
ksta

sen
. 

 

時
間
性
は
根
源
的
な
「
お
の
れ
の
外
へ
と
抜
け
出
て
い
る
脱
自
」
そ
れ
自
体
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
到
来
、
既
在
性
、
現
在
と
い
う
、
す
で
に
性
格
づ
け
ら
れ
た
諸
現
象

を
、
時
間
性
の
脱
自
態
と
名
づ
け
る
。
時
間
性
は
、
最
初
か
ら
一
つ
の
存
在
者
で
あ
っ
て
そ

の
存
在
者
が
よ
う
や
く
お
の
れ
の
内
か
ら
外
へ
と
踏
み
出
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
時
間
性

の
本
質
は
、
諸
脱
自
態
の
統
一
に
お
け
る
時
熟
な
の
で
あ
る
。（
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
存
在

と
時
間
』S

Z
3

2
9

原
・
渡
辺（

１

訳１
）5

1
9
 

傍
線
筆
者
） 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は 

D
ie Z

eitig
u

n
g

 b
ed

eu
tet k

ein 
> 

> 
N

ach
ein

an
d

er < 
< 

d
er E

k
stasen

. 
 

時
熟
（
時
間
化 

熊
野
訳
）
と
は
、
諸
脱
自
態
が
「
互
い
に
継
起
す
る
こ
と
（
継
起 

熊
野

訳
）
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。 

と
述
べ
、
時
間
性
の
脱
自A

u
ß

er-sich

的
性
格
を
考
慮
し
つ
つ 

Z
eitlich

k
eit zeitig

t sich
 als g

ew
e
sen

d
e
-g

eg
en

w
ärtig

en
d

e Z
u

k
u

n
ft. 

時
間
性
は
既
在
し
つ
つ
あ
り
現
成
化
す
る
到
来
と
し
て
時
熟
す
る
の
で
あ
る
。（S

Z
3

5
0

原
・

渡
辺
訳5

4
8
 

傍
線
筆
者
） 

と
す
る
。 

問
題
は
そ
う
し
た
「
時
間
継
起
」
の
核
心
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
言

R
ed

e

に
つ
い
て
の
規
定
の
不
徹
底
さ
に
あ
る
。 

D
ie v

o
lle, d

u
rch

 V
ersteh

en
, B

efin
d

lich
k

eit u
n

d
 V

erfallen
 k

o
n

stitu
ierte E

rsch
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h

eit 

d
es D

a erh
ält d

u
rch

 d
ie R

ed
e d

ie A
rtik

u
latio

n
.D

ah
er zeitig

 sich
 d

ie R
ed

e n
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t p
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är 

in
 

ein
er 

b
estim

m
ten

 
E

k
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W
eil 

jed
o

ch
 

d
ie 

R
ed

e 
fak
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sich
 

zu
m

eist 
in

 
d

er 

S
p

rach
e au

ssp
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t u
n

d
 zu

n
äch

st in
 d

er W
eise d

es b
eso

rg
en

d
-b

ered
en

d
en

 A
n

sp
rech

en
s 

d
er 

> 
>  

U
m

w
elt  < 

< 
sp

rich
t, 

h
at 

allerd
in

g
s 

d
as 

G
eg

en
w

ä
rtig

en
 

ein
e 

b
evo

rzu
g

te
 

k
o

n
stitu

tiv
e F

u
n

k
tio

n
. 

 

現
の
完
全
な
開
示
性
は
、
了
解
、
情
状
性
、
お
よ
び
頽
落
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
現
の
こ
の
よ
う
な
完
全
な
開
示
性
は
、
言
（
語
り
）
に
よ
っ
て
分
節
を
受
け
取
る
。
だ

か
ら
言
は
、
第
一
次
的
に
は
な
ん
ら
か
の
特
定
の
脱
自
態
に
お
い
て
時
熟
す
る
の
で
は
な
い
。

け
れ
ど
も
言
は
、
現
事
実
的
に
は
た
い
て
い
言
語
の
う
ち
で
お
の
れ
を
言
表
し
、
差
し
あ
た

っ
て
は
、
「
環
境
世
界
」
に
つ
い
て
配
慮
的
に
気
遣
い
論
じ
あ
い
つ
つ
語
り
か
け
る
と
い
う
仕

方
で
発
言
す
る
ゆ
え
、
も
ち
ろ
ん
現
成
化
す
る
こ
と
が
一
つ
の
優
先
的
な
構
成
的
機
能
は
も

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
（S

Z
3

4
9

原
・
渡
辺
訳5

4
6
 

傍
線
筆
者
） 

と
し
、 

D
ie R

ed
e ist a

n
 ih

r selb
st 

 
zeitlich

, so
fern

 alles R
ed

en
 ü

b
er 

…, v
o

n

…u
n

d
 zu

 

… 
in

 

d
er ek

statisch
en

 E
in

h
eit d

er Z
eitlich

k
eit g

rü
n

d
et. 

 

何
か
に
関
し
て
語
り
、
何
か
に
つ
い
て
語
り
、
何
か
に
向
か
っ
て
語
る
す
べ
て
の
語
り
が
、

時
間
性
の
脱
自
的
統
一
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ぎ
り
、
語
り
は
そ
れ
自
身
に
即
し
て
時
間
的

な
の
で
あ
る
。
（S

Z
3

4
9

原
・
渡
辺
訳5

4
7
 

傍
線
筆
者
） 

と
「
言
（
語
り

（
１
２
）

）
」
を
脱
自
的
統
一
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
あ
り
方
と
し
て
規
定
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
で
はan

 ih
r selb

st 

、g
rü

n
d

et

の
内
実
が
不
詳
で
あ
り
「
言
の
時
間
性
」
の
説
明
と
し
て
は
不

十
分
で
あ
ろ
う
。
言
の
線
状
性
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
的
に
「
言
の
時
間
性
」
に
お
い
て
再
規
定
し
な

い
限
りG

eg
en

w
ärtig

en

（
原
・
渡
辺
訳
注5

1
5

）
の
説
明
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
従
来
の
言
語
学
に

お
い
て
指
弾
し
た
は
ず
の
「
通
俗
的
」
時
間
と
同
様
に
な
る
こ
と
を
免
れ
え
な
い
。 

A
u

s d
er Z

eitlich
k

eit d
er R

ed
e, d

as h
eiß

t d
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s ü
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ie 
> >  

 

E
n

tsteh
u

n
g

 < 
< 

d
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d
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n
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< 
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ek
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u
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d
ie 

M
ö
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k
eit 

ein
er 

B
eg
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ild

u
n

g
 o

n
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lo
g

isch
 v

erstäd
lich

 g
em

ach
t w

erd
en
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言
の
時
間
性
、
言
い
か
え
れ
ば
、
現
存
在
一
般
の
時
間
性
に
も
と
づ
い
て
は
じ
め
て
、
「
意
義
」

の
「
成
立
」
が
解
明
さ
れ
て
、
概
念
形
成
の
可
能
性
が
存
在
論
的
に
了
解
可
能
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
（S

Z
3

4
9

原
・
渡
辺
訳5

4
7
 

傍
線
筆
者
） 

と
い
う
説
明
に
よ
る
限
り
、
了
解
と
到
来
、
情
状
性
と
既
在
性
、
頽
落
と
現
在
と
い
う
時
間
性
の

結
合
の
内
に
言
の
位
置
は
な
い
。
「
言
の
時
間
性
」
の
項
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
の
三
脱
自
態

と
異
な
り
言
は
従
来
分
類
さ
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
過
去
・
現
在
・
未
来
の
ど
こ
に
も
位
置
づ
け
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｅ
・
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
『
詩
学
の

根
本
概
念

（
１
３
）

』
が
認
識
し
た
脱
自
態
は
確
か
に
三
項
目
で
あ
る
一
方
、
時
間
性
は
言
の
時
間
性
を
含

一 

関 

高 

専 

研 
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め
る
と
四
項
目
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
は
カ
ン
ト
と
同
様
、
認
識
の
問
題
に
関
わ
る
言
を
ほ
と

ん
ど
考
慮
し
て
い
な
い
。 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
述
べ
る 

D
ie H

in
au

sg
esp

ro
ch

en
h

eit d
er R

ed
e ist d

ie S
p

rach
e. 

 

言
（
語
り
）
が
外
へ
と
言
表
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
が
言
語
と
な
る
。
（S

Z
1

6
1

原
・
渡
辺
訳

2
8

9

） 

と
い
う
の
は
言
が
諸
脱
自
態
の
統
一
に
基
づ
き
つ
つ
時
間
性
に
お
い
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
時
的
存
在
と
言

R
ed

e
と
が
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
形
而
上
学
的
視
野
か
ら
意
識
的
に
排
除
さ
れ
て

い
る
歴
史
社
会
的
心
身
の
現
在
に
お
い
て
交
叉
し
つ
つ
（
眺
望
を
時
間
的
に
展
叙
し
つ
つ
）
言
は

言
語
芸
術
作
品
を
志
向
す
る
。
言
が
関
わ
る
と
い
う
意
味
で
言
語
芸
術
作
品
は
た
と
え
上
述
の
カ

ン
ト
的
な
時
間
の
採
用
に
お
い
て
さ
え
時
間
性
を
無
視
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
シ
ュ
タ
イ

ガ
ー
の
述
べ
る
よ
う
な
文
芸
、
並
び
に
文
芸
史
の
根
拠
が
こ
う
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
言
の
時

間
性
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
諸
脱
自
態
と
叙
事
的
、
抒
情
的
、
劇
的
の
三
様
式
を
照
応
さ

せ
た
だ
け
で
済
ま
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
ち
な
み
に
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
は
了
解
（
到
来
、
い
わ

ゆ
る
未
来
）
と
劇
的
様
式
、
情
状
性
（
既
在
性
、
い
わ
ゆ
る
過
去
）
と
抒
情
的
様
式
、
頽
落
（
現

在
）
と
叙
事
的
様
式
を
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、
九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学

（
１
４
）

」
は 

時
間
の
重
心
を
過
去
、
未
来
、
現
在
に
置
く
種
々
の
時
間
論
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た

の
で
あ
る
が
、
文
学
の
時
間
的
構
造
に
お
い
て
も
小
説
で
は
過
去
に
、
戯
曲
で
は
未
来
に
、

詩
で
は
現
在
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

と
し
、
同
じ
く
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
か
ら
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
相
容
れ
な
い
規
定
を
行
っ
て
い
る
。

シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
の
様
式
規
定
が
直
ち
に
承
認
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
論
証
の
た
め
に
採

用
し
た
作
品
の
性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
九
鬼
も
ま
た
文

芸
に
お
け
る
言
の
意
義
を
十
分
認
識
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
九
鬼
は
「
文
学
の
形
而
上
学
」

冒
頭
に
お
い
て
文
学
を
「
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
芸
術
」
と
す
る
一
方
で
「
文
学
の
本
質
は
、

言
語
に
よ
る
時
間
芸
術
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
略
が
示
さ
れ
る
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
九
鬼
が

「
言
語
の
形
而
上
学
を
取
扱
お
う
と
は
し
て
い
な
い
。
」
と
述
べ
よ
う
と
も
「
言
語
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
た
芸
術
」
と
「
言
語
に
よ
る
時
間
芸
術
」
と
い
う
定
義
を
比
較
す
る
限
り
「
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
た
」
と
「
に
よ
る
時
間
」
と
が
同
意
味
ま
た
は
並
列
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

九
鬼
は
「
文
学
の
形
而
上
学
」
に
お
い
て
「
言
語
」
を
音
の
連
鎖
、
音
素
の
単
位
で
は
取
り
上
げ

る
が
一
連
の
語
の
連
鎖
と
し
て
扱
っ
て
は
い
な
い
。
「
表
現
さ
れ
る
感
情
」
、
「
現
在
の
感
動
な
り

直
観
」
が
言
語
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
「
時
間
」
と
「
表
現
」
と
の
具
体

的
関
係
が
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
音
楽
の
時
間
的
単
層
性
と
異
な
り
「
文
学
は
言
語
に
よ
っ
て
観

念
的
時
間
を
産
む
こ
と
に
お
い
て
時
間
の
重
層
性
を
構
成
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
「
一
方
に
音
の

知
覚
と
他
方
に
言
語
に
よ
る
想
像
と
が
存
在
」
す
る
と
い
う
の
は
言
語
の
二
重
分
節
の
問
題
と
し

て
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
「
厳
密
に
い
え
ば
、
言
語
の
感
覚
性
と
観
念
性
と
の
二
重
性
格
に
基

い
て
、
重
層
的
時
間
が
現
象
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
場
合
に
も
時
間
を
直
接
的
に
意
味
す
る

語
彙
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
「
時
間
」
と
「
表
現
」
と
が
一
対
で
あ
る
と
い
う

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
問
題
意
識
は
こ
こ
で
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

具
体
的
な
作
品
に
は
固
有
の
時
間
性
が
要
請
さ
れ
る
。
時
間
性
と
歴
史
性
と
の
差
異
を
い
か
に

際
立
た
せ
る
か
は
形
而
上
学
を
ど
の
よ
う
に
（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
的
な
意
味
で
）
破
壊

（
１
５
）

す
る
か
に
よ

る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
死
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
の
み
本
来
的
な
現
存
在
を
考
え
よ
う
と
す
る
が
、

少
な
く
と
も
日
常
性
が
非
日
常
に
よ
っ
て
断
裂
し
画
さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
歴
史
性
は
固
有
の
歴

史
社
会
的
心
身
に
お
い
て
の
み
具
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。「
死
へ
と
か
か
わ
る
本
来
的
存
在d

as 

eig
en

tlich
e S

ein
 zu

m
 T

o
d

e

」
と
は
時
間
性
に
限
定
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
中
で
充
実
す
る
生
の
具

象
性
を
欠
落
さ
せ
た
、
日
常
性
の
配
慮
の
形
而
上
学
に
お
い
て
し
か
通
用
し
得
な
い
概
念
で
あ
る
。 

具
象
性
を
捨
象
し
得
な
い
歴
史
に
お
い
て
差
し
あ
た
っ
て
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
が
述
べ
た
よ
う
に

「
基
礎
詩
学
は
た
だ
歴
史
的
研
究
を
用
意
す
る
だ
け
の
も
の
な
の
で
あ
る
」（
前
掲
書2

8
5

）
と
い

う
認
識
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
具
体
的
限
界
を
自
覚
す
る
（
短
絡
的

に
死
と
い
う
の
で
は
な
く
）
文
芸
史
の
記
述
者
の
存
在
は
文
芸
学
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
岡

崎
義
恵
が
疑
問
を
投
げ
か
け
た
文
芸
学
と
歴
史
学
と
の
共
通
基
盤
は
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
存
在

者
（
歴
史
社
会
的
・
偏
在
的
な
心
身
）
の
「
言
の
時
間
性
」
の
観
点
か
ら
定
位
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
し
、
岡
崎
の
提
唱
す
る
史
的
文
芸
学
も
ま
た
言
と
時
間
性
と
い
う
観
点
か
ら
文
芸
史
と
し
て
再

構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

  
三 

冒
頭
に
引
用
し
た
岡
崎
義
恵
の
「
直
観
」
の
定
義
を
再
度
提
示
す
る
。 

直
観
（
又
は
直
覚
）
は
、
日
本
で
は
特
に
勘
と
い
ふ
や
う
な
語
で
云
ひ
あ
ら
は
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
感
の
語
で
も
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
理
論
や
実
証
を
経
た
後
、

そ
れ
が
感
覚
や
感
情
と
結
合
し
て
習
性
的
な
情
態
を
呈
し
、
も
は
や
理
論
・
実
証
の
手
順
を

歴
ず
し
て
体
験
さ
れ
る
真
理
の
把
握
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
理
論
や
実
証
に
よ
つ

文 

芸 

学 

に 

お 

け 

る 

言 

の 

時 

間 

性 
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て
確
認
さ
れ
る
真
理
の
予
感
・
予
測
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
と
に
か
く
理
論
や
実
証
と

密
接
な
関
聯
の
あ
る
一
種
の
知
的
作
用
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
は
感
覚
や
感
情
（
特
に
情

調
）
を
非
常
に
多
く
含
み
、
一
見
、
知
的
操
作
を
必
要
と
し
な
い
刹
那
的
な
心
理
作
用
に
よ

つ
て
、
一
挙
に
端
的
な
真
理
の
把
握
を
な
し
遂
げ
る
も
の
の
や
う
に
見
え
る
。
思
ふ
に
直
観

の
中
に
は
、
感
情
移
入
の
如
き
対
象
感
情
や
、
聯
想
作
用
の
微
妙
な
交
流
に
よ
る
複
雑
に
し

て
迅
速
な
印
象
的
享
受
の
や
う
な
も
の
も
、
少
か
ら
ず
参
加
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
（
『
文
藝

学
概
論
』4

 

傍
線
筆
者
） 

確
認
し
て
お
く
が
「
刹
那
的
な
心
理
作
用
」
、
「
一
挙
に
端
的
な
真
理
の
把
握
」
、
「
複
雑
に
し
て

迅
速
な
印
象
的
享
受
」
で
あ
ろ
う
と
も
そ
れ
は
無
時
間
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
微
小
だ
か
ら

無
視
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
言
及
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
捨
象
し
難
い
重
要
な
問
題
が
あ
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｒ
・
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は

こ
の
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 
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d
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k
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n
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Z
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D
as 
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e 

W
erk

 
g
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g
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h

ier 
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 d
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n
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G
eb

ild
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ie 

Z
eitsp

an
n
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ie 
d

ie 
jew

eilig
e 

K
o

n
k
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n

 
u
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en
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文
学
的
作
品
の
部
分
の
継
起
の
特
殊
な
秩
序
は
具
体
化
に
お
い
て
現
象
的
具
体
的
時
間
の
な

か
の
真
の
継
起
に
変
化
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
文
学
的
作
品
は
真
の
展
開
を
み
る
。
文
学
的

作
品
の
す
べ
て
の
具
体
化
は
時
間
的
拡
が
り
を
も
つ
形
像
で
あ
る
。
そ
の
つ
ど
の
具
体
化
を

包
括
し
て
い
る
時
間
は
状
況
に
よ
り
長
く
も
短
く
も
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
決
し
て
消
滅
す
る

こ
と
は
で
き
な
い

（
１
６
）

。
（2

9
4

―2
9

5

） 

さ
ら
に
そ
れ
ら
に
関
し
て
Ｉ
・
カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』
の
言
及
す
る
次
の
よ
う
な
機
構
の
分

析
を
照
合
さ
せ
た
い
。 
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 d
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t d
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 d

er A
n

sch
au

u
n

g
, m

ith
in

 d
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或
る
空
間
の
測
定
（
捕
捉
と
し
て
の
）
は
、
同
時
に
そ
の
空
間
を
描
く
こ
と
で
あ
り
、
従
っ

て
ま
た
構
想
力
に
お
け
る
客
観
的
運
動
で
あ
っ
て
、
前
進

P
ro

g
ressu

s

を
意
味
す
る
。
此
に

反
し
て
多
く
の
も
の
を
直
観
に
お
け
る
単
一
な
も
の
（
思
考
に
お
け
る
単
一
な
も
の
で
は
な

く
て
）
に
総
括
す
る
こ
と
、
従
っ
て
ま
た
継
続
的
に
捕
捉
さ
れ
た
も
の
を
瞬
間
的
に
総
括
す

る
こ
と
は
背
進

R
eg

ressu
s

で
あ
る
。
か
か
る
背
進
は
、
構
想
力
の
前
進
に
お
け
る
時
間
的

条
件
を
廃
し
て
同
時
的
存
在Z

u
g

leich
sein

を
直
観
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
だ
か
ら
か
か
る
総
括
は
、
構
想
力

E
in

b
ild

u
n

g
sk

raft

の
主
観
的
運
動
で
あ
り
、
（
時
間

的
継
起

Z
eitfo

lg
e

は
、
内
感
お
よ
び
直
観

A
n

sch
au

u
n

g

の
条
件
で
あ
る
か
ら
）
構
想
力
は

こ
れ
に
よ
っ
て
内
感
に
強
制G

ew
alt

を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
強
制
は
、
構
想

力
が
一
つ
の
直
観
の
な
か
へ
総
括
す
る
と
こ
ろ
の
量
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す

顕
著
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
（U

1
5

7
 

篠
田
英
雄
訳
『
判
断
力
批
判

（
１
７
）

』
（
上
）1

6
9
 

傍
線

筆
者
） 

 

直
観
と
し
て
は
「
瞬
間
的
に
総
括
す
る
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
時
間
の
意
味
に
つ
い
て
は
判
断
の
保

留
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
語
認
識
の
問
題
に
関
し
て

Ｆ
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
前
述
の
よ
う
に
「
聴
覚
的
能
記
は
時
間
の
線
し
か
扱
わ
な
い; 

そ
れ
ら

の
要
素
は
順
次
に
（
「
一
方
向
的
に
」
町
田
訳
）
現
わ
れ
、
連
鎖
を
つ
く
る.

」
と
述
べ
る
の
に
従

え
ば
、
線
状
的
な
言
を
想
定
す
る
と
し
て
、
そ
れ
は
過
去
と
未
来
を
同
時
に
把
持
す
る
現
在
に
継

起
す
る
こ
と
は
カ
ン
ト
的
な
意
味
で
は
あ
り
得
て
も
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
的
な
意
味
で
は
聞
き
手
に
と

っ
て
の
背
進

R
eg

ressu
s

は
保
証
さ
れ
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
言
語
認
識
と
し
て

「
過
去
形
を
も
た
な
い
言
語
」
は
な
い
と
い
う
Ｅ
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
「
言
葉
と
人
間
の
経
験

（
１
８
）

」

の
指
摘
に
従
い
つ
つ
、
言
の
意
味
の
把
捉
は
、
「
直
観
」
の
把
捉
能
力
の
限
界
を
考
慮
し
、
物
理
的
・

時
間
的
に
連
続
す
る
身
体
性
が
そ
こ
で
は
捨
象
で
き
な
い
と
い
う
点
で
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

岡
崎
は 

一 

関 

高 

専 

研 

究 

紀 

要 
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文
芸
作
品
は
純
粋
に
直
観
的
に
把
握
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
作
品
の
形
象
を
美
的
に
観
照
し
、

美
的
体
験
と
し
て
把
握
す
る
結
果
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
科
学
的
認
識
に
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
科
学
と
し
て
の
文
芸
学
は
、
そ
の
や
う
な
美
的
体
験
を
、
理
論
と
実
証
と
に
よ
つ

て
、
何
等
か
の
意
味
で
美
学
的
体
系
の
中
へ
位
置
づ
け
る
役
目
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
芸
学
の
主
な
方
法
は
、
や
は
り
こ
の
理
論
と
実
証
で
あ
る
。
し
か
し
文
芸
の
や
う
な
対
象

は
そ
れ
だ
け
で
は
捉
へ
に
く
い
の
で
、
直
観
力
を
誘
導
者
と
し
て
、
そ
の
や
う
な
対
象
に
理

論
と
実
証
の
作
業
を
結
び
つ
け
て
ゆ
く
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
文
芸
学
の
如
き
も
の
は
、

恐
ら
く
科
学
中
最
も
直
観
力
を
多
く
働
か
せ
て
よ
い
も
の
に
属
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
そ

れ
に
は
限
度
が
あ
る
。
直
観
が
理
論
と
実
証
と
の
総
和
を
超
え
る
程
に
な
る
と
、
も
は
や
科

学
と
し
て
の
立
場
を
失
ふ
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
（
『
文
藝
学
概
論
』1

2

―1
3

） 

と
直
観
に
よ
る
文
芸
学
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
岡
崎
の
定
義
す
る
「
直
観
」
は
、
先
の
引

用
か
ら
す
れ
ば
カ
ン
ト
の
「
直
観
」
の
分
析
と
は
お
よ
そ
異
な
っ
た
、
修
練
を
経
た
経
験
的
認
識
、

あ
る
い
は
天
稟
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
長
大
な
作
品
に
は
適
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
れ
は

Ａ
・
ベ
ー
ク
の
言
う
解
釈
学
的
循
環d

er h
erm

en
eu

tisch
e C

irk
el

の
問
題
に
も
考
察
が
及
ば
な
い
、

方
法
論
的
に
不
備
な
主
観
的
把
握
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
九
鬼
周
造
「
文
学
の
形

而
上
学
」
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
援
用
し
て
「
芸
術
の
時
間
的
性
格
は
現
在
的
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
但
し
そ
の
場
合
に
現
在
と
い
う
の
は
点
の
よ
う
な
現
在
を
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
直
観
に
よ
っ
て
輪
郭
づ
け
ら
れ
た
一
定
の
持
続
を
有
っ
た
現
在
で
あ
る
。
」
（
傍
線
筆
者
）

と
述
べ
、
幅
を
設
け
て
い
る
。 

カ
ン
ト
と
岡
崎
と
の
共
通
点
も
あ
る
。
既
に
自
ら
依
拠
し
て
い
る
言
語
認
識
に
お
け
る
言
の
度

外
視
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
場
合
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
考
慮
さ
れ
て
い
た

問
題
で
あ
っ
た
。
岡
崎
義
恵
の
文
芸
学
と
言
語
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
岡
崎
は 

言
語
は
文
芸
に
と
っ
て
は
表
現
の
媒
材
で
あ
り
、
文
芸
に
お
い
て
言
語
を
用
ゐ
る
目
的
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
美
的
世
界
を
創
造
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
、
言
語
の
研
究
は
補
助

的
意
義
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
（
『
文
藝
学
概
論
』2

4

） 

と
述
べ
て
お
り
、
言
は
単
な
る
「
媒
材
」
に
過
ぎ
な
い
。
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
も
含
め
、
作
品
内
在
解

釈
的
方
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
芸
に
お
け
る
内
在
す
べ
き
言
と
時
間
性
の
意
義
は
考
察
の

外
に
置
か
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
か
ら
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
へ
の
論
の
深
化
は
そ
こ
で
は
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。
「
言
（
語
り
）
」
と
紛
ら
わ
し
い
が
後
の
技
法
的
な
「
語
り
」（

１

論９
）

は
上
述
の
経
緯
を
補
足
す

る
た
め
に
発
生
す
る
。 

  

四 

形
式
論
の
隘
路
に
陥
っ
た
技
法
の
問
題
は
措
く
と
し
て
「
言
葉
は
、
存
在
の
家H

au
s d

es S
ein

s

で
あ
る

（
２
０
）

。
」
と
い
う
よ
う
な
神
秘
的
、
不
明
瞭
な
規
定
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
（
一
方
で
言
に
よ

っ
て
説
明
し
尽
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
あ
ろ
う
。
）
、
カ
ン
ト
の
「
継
起
」
、
ま

た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
言
の
時
間
性
」
と
い
う
時
の
言
語
自
体
の
性
質
の
規
定
が
こ
こ
で
は
問
題

と
な
る
。 

プ
ラ
ー
ハ
言
語
学
サ
ー
ク
ル
の
セ
ル
ゲ
イ
・
カ
ル
ツ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
「
言
語
記
号
の
非
対
称
的

二
重
性
」
（
原
著1

9
2

9

年
）
に
お
い
て
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
説
に
反
し
て
、
言
語
の
記
号
は
記
号
論

的
記
号
と
は
異
な
り
記
号
と
意
味
が
完
全
に
は
重
な
り
合
わ
な
い
と
述
べ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
シ
ニ

フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
二
つ
は
非
対
称
的
で
あ
り
、
組
に
な
っ
て
、
不
安
定
な
均
衡
の
状
態

に
あ
る
。
言
語
体
系
が
変
化
し
得
る
の
は
、
記
号
構
造
の
こ
の
非
対
称
的
二
重
性
の
お
か
げ
で
あ

る
。
」
（
傍
線
筆
者
）
と
し
て
自
然
言
語
の
構
造
と
可
変
性
の
統
合
に
向
け
て
先
鞭
を
つ
け
た

（
２
１
）

。
そ

れ
は
当
然
、
言
語
の
歴
史
性
の
理
解
に
も
影
響
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る

（
２
２
）

。
Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ
『
言
語

変
化
と
い
う
問
題
』
は
そ
の
結
論
部
に
お
い
て
「
時
間
の
な
か
に
継
起
す
る
と
こ
ろ
の
言
語
」
を

認
め
、
言
語
の
歴
史
的
生
成
に
つ
い
て
「
恒
常
的
で
あ
る
と
同
時
に
継
起
的
で
あ
る
」
（
傍
線
筆
者
）

と
述
べ
る
。
一
般
に
体
系
は
一
要
素
が
変
化
す
る
だ
け
で
も
構
造
的
に
変
化
し
う
る
。
そ
れ
を
念

頭
に
置
き
、
解
釈
、
陳
述
に
言
語
を
す
で
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
自
覚
し
た
上
で
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
が
「R

ed
e ist d

ie A
rtik

u
latio

n
 d

er V
erstän

d
lich

k
eit. 

言
は
了
解
可
能
性
の
分
節
化
な

の
で
あ
る
。
」
（S

Z
1

6
1

原
・
渡
辺
訳2

8
9

）
と
規
定
す
る
時
、
言
の
「
不
安
定
な
均
衡
」
上
の
「
非

対
称
的
二
重
性
」
に
お
け
る
生
成
は
そ
の
前
提
と
な
る
（
意
味
の
多
義
性
だ
け
で
な
く
前
述
し
た

カ
ン
ト
の
よ
う
に
「
一
義
異
語
」
も
あ
る
。
）
。 

巨
視
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
言
語
体
系
は
安
定
し
た
構
造
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
ゆ
え
に
超
時

間
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
一
方
で
微
視
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
言
の
時
間
性
と
、
音
素
と
形
態
素
と

の
二
重
分
節
に
よ
る
分
節
化
し
て
ゆ
く
拡
が
り
が
価
値
認
識
に
連
動
す
る
意
味
分
節
の
非
対
称
性

と
と
も
に
あ
る
。
千
野
栄
一
は
Ｗ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
同
様
、
言
語
を
人
間
の
活
動
と
捉
え
、

伝
達
・
呼
応
の
た
め
の
不
変
性
の
一
方
で
「
絶
え
ず
変
化
す
る
言
語
外
現
実
に
対
応
し
て
い
く
可

変
性
」
（
前
掲
書 

傍
線
筆
者
）
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
で
言
語
は
変
化
す
る
と
カ
ル
ツ
ェ
フ
ス
キ

文 

芸 

学 

に 

お 

け 

る 

言 

の 

時 

間 

性 
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ー
に
即
し
て
説
明
す
る
。
そ
こ
に
は
外
的
・
物
理
的
変
化
が
前
提
さ
れ
て
も
い
る
。
「
言R

ed
e

の

時
間
性
」
の
内
実
、
共
時
態
と
通
時
態
の
交
叉
位
置
に
あ
る
こ
と
の
具
体
相
は
こ
れ
ら
の
条
件
に

お
い
て
定
位
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
言
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
作
品
を
考
察
す
る
文
芸
学
と
文
芸
史
が

こ
れ
ま
で
対
立
し
て
き
た
原
因
が
解
消
さ
れ
る
。
言
と
文
芸
を
類
比
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
は
当

然
、
限
界
が
あ
る
が
、
文
芸
を
共
時
的
に
展
望
す
れ
ば
文
芸
学
、
通
時
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
れ

ば
文
芸
史
で
あ
る
の
は
研
究
主
体
の
観
点
の
相
違
で
し
か
な
く
、
Ｗ
・
カ
イ
ザ
ー
が
前
掲
『
言
語

芸
術
作
品
』
序
論
で
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
両
者
は
相
即
し
て
い
る
と
も
一
応
は
言
え
る
。
た
と

え
観
点
に
し
て
も
共
時
態
か
ら
通
時
的
言
語
事
象
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず

（
２
３
）

、
言
の
線
状
性
の

認
識
を
欠
い
た
体
系
的
文
芸
学
は
虚
妄
に
過
ぎ
な
い
。
Ｗ
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
よ
う
に
そ
の
研
究
が

詩
学
と
（
こ
の
時
点
で
は
た
と
え
作
品
、
作
者
の
解
題
的
羅
列
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
文

芸
史
に
わ
た
る
の
は
決
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。 

非
対
称
性
に
よ
る
価
値
の
生
成
の
問
題
を
含
め
て
作
品
を
対
象
と
す
る
文
芸
学
は
言
を
共
通
要

素
と
し
つ
つ
も
言
語
学
的
な
文
芸
へ
の
接
近
と
切
点
を
有
す
る
。
Ｒ
・
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
は 
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価
値
の
普
遍
的
本
質
を
筆
者
は
実
際
考
察
し
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
筆
者
は
価
値
（
よ
り

厳
密
に
言
え
ば
芸
術
的
な
い
し
美
的
価
値
品
質
）
が
現
れ
る
場
を
文
学
的
芸
術
作
品
の
す
べ

て
の
層
お
よ
び
作
品
の
部
分
の
継
起
の
秩
序O

rd
n

u
n

g
 d

er A
u

fein
an

d
erfo

lg
e

の
う
ち
に
探

究
し
、
か
つ
ま
た
そ
の
場
の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
（Ⅹ

Ⅹ
Ⅳ

 

『
文
学
的
芸
術

作
品
』
第
三
版
序
文

（
２
４
）1

2

） 

と
い
う
方
向
で
言
か
ら
作
品
へ
の
拡
張
・
転
移
を
め
ざ
す
。
作
品
の
「
多
声
楽
的
調
和p

o
ly

p
h

o
n

e 

H
arm

o
n

ie

」
の
価
値
論
的
妥
当
性
の
議
論
に
つ
い
て
は
措
く
と
し
て
、
価
値
が
作
品
内
在
的
で
あ

る
こ
と
に
Ｒ
・
ウ
ェ
レ
ッ
ク
、
Ｏ
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
『
文
学
の
理
論

（
２
５
）

』
も
異
論
は
な
い
が
、
文
芸
を

対
象
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
点
で
先
験
的
に
「
文
芸
」
の
概
念
が
判
然
と
し
て
い
る
と
主
張
す
る

点
で
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
と
は
異
な
る
。
文
芸
の
あ
り
方
が
先
験
的
に
規
定
し
得
な
い
の
は
文
芸
史
の

現
実
様
態
が
変
容
と
し
て
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
価
値
が
作
品
内
在
的
で
あ
る
と
同
時
に
流

動
す
る
作
品
外
現
実
と
対
応
関
係
に
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

一
般
に
作
品
は
安
定
し
た
構
造
体
で
あ
る
が
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
意
味
分
節
は
光
と
闇
、
白
と
黒
、

内
と
外
、
上
と
下
、
右
と
左
、
大
と
小
の
よ
う
に
価
値
的
に
二
項
が
非
対
称
で
あ
る
ゆ
え
に
、
任

意
の
部
分
の
焦
点
化
や
一
要
素
の
言
語
外
変
化
で
さ
え
意
味
分
節
の
連
鎖
的
変
動
と
価
値
規
範
の

断
続
平
衡
的
な
変
容
を
引
き
起
こ
す
。
三
項
対
立
に
つ
い
て
は
静
止
し
た
状
態
（
体
系
）
で
は
対

称
、
均
衡
の
状
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
部
分
的
に
焦
点
化
し
時
間
化
す
れ
ば
や
は
り
二
項
の
動
的

非
対
称
に
至
る
。
そ
れ
ゆ
え
三
項
対
立
は
非
対
称
な
二
項
対
立
の
下
位
分
枝
に
還
元
し
う
る
は
ず

で
あ
る
。 

虚
構
の
生
成
は
そ
う
し
た
言
の
可
変
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
想
像
力
と
い
う

曖
昧
な
概
念
を
保
留
す
る
な
ら
ば
、
現
実
世
界
の
切
断
、
連
結
、
補
填
、
削
除
、
拡
張
、
伸
縮
、

歪
曲
、
反
復
、
焦
点
化
、
多
層
化
、
そ
の
融
合
・
越
境
等
の
方
法
は
言
の
多
義
性
、
同
義
性
（
一

義
異
語
）
と
結
合
し
や
す
く
、
言
の
非
対
称
的
二
重
性
と
言
語
外
現
実
と
の
不
確
定
な
対
応
可
能

性
に
虚
構
と
し
て
の
文
芸
は
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
多
く
を
と
い
う
の
は
す
べ
て
を
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
文
芸
が
現
実
世
界
の
変
化
に
伴
い
文
芸
に
つ
い
て
の
既
成
概
念
を
解
体
・
改
変
・
再

編
し
続
け
る
ゆ
え
に
確
定
で
き
ず
、
現
実
も
ま
た
文
芸
が
生
成
さ
せ
る
言
の
剰
余
態
、
新
た
な
命

名
・
修
辞
に
よ
る
現
実
形
成
作
用
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

作
品
解
釈
の
主
体
は
固
有
性
・
屹
立
と
一
体
の
越
境
の
自
由
に
無
自
覚
に
自
己
を
委
ね
る
こ
と

な
く
、
緩
や
か
な
公
共
性
の
意
味
の
場
に
配
慮
し
つ
つ
作
品
の
周
縁
に
研
究
主
体
を
位
置
づ
け
関

与
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
不
安
定
な
非
対
称
的
二
重

性
の
考
察
は
あ
く
ま
で
作
品
と
の
呼
応
関
係
に
基
づ
き
歴
史
社
会
的
存
在
者
の
倫
理
的
要
請
の
も

と
に
文
脈
に
即
し
て
個
別
的
・
具
体
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

文
芸
学
が
文
芸
史
的
考
察
を
要
請
す
る
の
は
以
上
の
よ
う
な
文
芸
の
機
構
に
お
け
る
言
の
時
間

性
と
文
芸
の
歴
史
美
学
的
価
値
認
識
ゆ
え
で
あ
る
。 

  
 

結
語 

「
直
観
」
、
「
継
起
」
へ
の
着
目
か
ら
未
完
な
が
ら
文
芸
と
は
何
か
と
い
う
認
識
の
入
口
に
至
り

つ
い
た
。
岡
崎
義
恵
の
文
芸
学
が
普
遍
性
を
追
究
す
る
こ
と
で
拘
泥
し
た
文
芸
学
と
歴
史
学
と
の

「
同
一
地
盤
」
の
有
無
へ
の
問
い
も
、
岡
崎
自
身
の
「
直
観
」
概
念
が
覆
い
隠
し
て
き
た
時
間
の

概
念
、「
継
起F

o
lg

e

」
か
ら
「
言
の
時
間
性d

ie Z
eitlich

k
eit d

er R
ed

e

」
に
至
る
研
究
史
を
俯
瞰

一 
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
言
の
言
語
外
現
実
へ
の
対
応
を
忘
失

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
で
も
文
芸
と
そ
れ
を
創
作
、
あ
る
い
は
受
容
す
る
具
体
的
存
在
者
と

の
現
実
的
関
係
は
切
り
離
し
え
な
い
。
文
芸
学
は
言
と
時
間
性
、
そ
し
て
思
考
の
場
と
し
て
の
歴

史
社
会
的
心
身
を
学
か
ら
排
す
る
誤
謬
、
固
有
の
存
在
者
を
等
閑
視
す
る
形
而
上
学
に
再
び
陥
っ

て
は
な
ら
な
い
。 

  

注 

（
１
）
岡
崎
義
恵
『
文
藝
学
概
論
』
勁
草
書
房 

昭
和
２
６
・
４ 

 

（
２
）
岡
崎
義
恵
「
文
芸
学
と
文
芸
鑑
賞
」
『
日
本
文
藝
の
様
式
』
岩
波
書
店 

昭
和
１
４
・

９ 

初
出
昭
和
１
１
・
１
１ 

 

（
３
）
大
塚
保
治
『
美
学
概
論
』
大
塚
博
士
講
義
集Ⅰ

『
美
学
及
芸
術
論
』
岩
波
書
店 

昭

和
８
・
５ 

（
４
）
岡
崎
義
恵
『
日
本
文
藝
学
』
岩
波
書
店 

昭
和
１
０
・
１
２ 

（
５
）
芳
賀
矢
一
『
日
本
文
献
学
』
芳
賀
矢
一
遺
著
『
日
本
文
献
学 

文
法
論 

歴
史
物
語
』

冨
山
房 

昭
和
３
・
１
０ 

（

６

）

B
o

eck
h

, 
A

u
g

u
st. 

E
n

cyklo
p

ä
d

ie 
u

n
d

 
M

eth
o

d
o

lo
g

ie 
d

er 
p

h
ilo

lo
g

isch
en

 

W
issen

sch
a

ften
 

安
酸
敏
眞
訳
『
解
釈
学
と
批
判
―
古
典
文
献
学
の
精
髄
―
』
知
泉
書

院 

平
成
２
６
・
５ 

た
だ
し
原
著
の
主
要
部
の
翻
訳
で
あ
る
。 

 

（
７
）
垣
内
松
三
編
著
『
文
学
理
論
の
研
究
』
不
老
閣
書
房 

昭
和
７
・
５ 

（
８
）
国
松
孝
二
「
文
献
学 

Ａ
・
ベ
ー
ク
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂 

昭
和
３
４
・

１
１ 

 

（
９
）K

an
t, Im

m
an

u
el. K

ritik d
er rein

en
 V

ern
u

n
ft. :R

eclam
.

Ｉ
・
カ
ン
ト 
篠
田
英
雄

訳
『
純
粋
理
性
批
判
』
岩
波
文
庫
（
上
）
昭
和
３
６
・
８ 

（
１
０
）S

au
ssu

re, F
erd

in
an

d
 d

e. C
o

u
rs d

e lin
g

u
istiq

u
e g

en
era

le P
aris: P

ay
o

t. 1
9

7
2
 

初
版1

9
1

6

年 

Ｆ
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル 

小
林
英
夫
訳
『
一
般
言
語
学
講
義
』
岩
波
書

店 

昭
和
４
７
・
１
２ 

傍
線
筆
者 

な
お
、
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ 

三
宅
徳
嘉

訳
『
一
般
言
語
学
要
理
』
岩
波
書
店 

昭
和
４
７
・
９ 

初
版1

9
7

0

年 

に
「
声
に
よ

る
言
表
は
必
ら
ず
時
間
の
な
か
で
展
開
し
、
聴
覚
に
よ
っ
て
必
ら
ず
一
つ
の
継
起
と
し

て
知
覚
さ
れ
る
。
」
と
あ
る
。
傍
線
筆
者 

（
１
１
）Heid

eg
g

er, M
artin

. S
ein

 u
n

d
 Z

eit. T
ü

b
in

g
en

 :M
ax

 N
iem

e
y

er.1
9

9
3
 

初
版1

9
2

7

年 

Ｍ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
（
ハ
イ
デ
ガ
ー
）
『
存
在
と
時
間
』
原
佑
・
渡
辺
二
郎
訳 

中

央
公
論
社 

昭
５
５
・
２ 

以
下
、
『
存
在
と
時
間
』
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
。
な
お
、

S
Z

と
略
記
す
る
。 

（
１
２
）「
言R

ed
e

」
（
あ
る
い
は
「
話わ

」
細
谷
訳 

Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ
後
述
書
索
引
参
照
）
の

訳
文
は
「
語
り
」
。
第
三
十
四
節
の
表
題
は
「D

a-sein
 u

n
d

 R
ed

e. D
ie S

p
rach

e

」
と
あ

り
、
原
・
渡
辺
訳
注
で
は
訳
語
「
語
り
」
は
意
を
尽
く
し
て
い
な
い
と
す
る
。
熊
野
純

彦
訳
は
仏
訳
が
ソ
シ
ュ
ー
ル
『
一
般
言
語
学
講
義
』
初
版

1
9

1
6

年 

の

p
aro

le
 

と

lan
g

u
e

と
を
念
頭
に
置
く
と
い
う
指
摘
を
紹
介
し
、
ま
た
、
Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ
と
同
様
ヘ

ー
ゲ
ル
の
『
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
』
の
用
例
を
も
提
示
し
て
い
る
。
Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ
の

指
摘
と
し
てR

ed
e

とS
p

rach
e

と
の
関
係
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
よ
り
も
以
前
に
ゲ
オ
ル
ク
・

フ
ォ
ン
・
デ
ァ
・
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ 

川
島
淳
夫
訳
『
言
語
学
』
同
学
社 

平
成
２
１
・

１
０ 

初
版1

8
9

1

年 

が
「
あ
る
言
語
の
生
命
の
発
露
は
、
よ
り
正
し
く
言
え
ば
、
生

命
の
発
露
に
ほ
か
な
ら
な
い
言
語
（d

ie 
S

p
rach

e

）
そ
の
も
の
は
、
人
間
の
魂
か
ら
直

接
に
ほ
と
ば
し
り
出
る
話
し
言
葉
（d

ie R
ed

e

）
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
と
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ
の
学
説
の
関
係
に
つ
い
て
は
Ｅ
・
コ
セ

リ
ウ 

下
宮
忠
雄
訳
『
一
般
言
語
学
入
門
』
第
２
版 

三
修
社 

平
成
１
５
・
１
０ 

同 

諏
訪
功
訳
「
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ
と
共
時
言
語
学
」
『
コ
セ
リ

ウ
言
語
学
選
集
（
第
４
巻
）
こ
と
ば
と
人
間
』
三
修
社 

昭
和
５
８
・
８ 

の
指
摘
に

よ
る
。
本
稿
で
は

R
ed

e

の
訳
語
を
下
宮
忠
雄
訳
に
よ
っ
て
「
言
」
と
し
て
い
る
。
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー
も
右
の
よ
う
な
言
語
学
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

（
１
３
）S

taig
er, E

m
il. G

ru
n

d
b

eg
riffe d

er P
o

etik
. Z

ü
rich

: A
tlan

tis. 1
9

4
6
 

Ｅ
・
シ
ュ
タ

イ
ガ
ー 

高
橋
英
夫
訳
『
詩
学
の
根
本
概
念
』
法
政
大
学
出
版
局 

昭
４
４
・
４ 

（
１
４
）
九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」
小
浜
善
信
編
『
時
間
論 

他
二
篇
』
岩
波
文
庫 

平
成
２
８
・
２
所
収 

原
著
１
９
４
１
年 

（
１
５
）
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
（
１
１
）
に
お
い
て

D
estru

k
tio

n
 

d
er 

G
esch

ich
te 

d
er 

O
n

to
lo

g
ie

（
存
在
論
の
歴
史
の
破
壊
）
は 

p
o

sitiv
en

 T
en

d
en

z

（
積
極
的
傾
向
）
を
有

す
る
と
す
る
。D

estru
k

tio
n

と
Ｊ
・
デ
リ
ダ
のd

éco
n

stru
ctio

n

と
の
関
係
はD

errid
a, 

Jacq
u

es. D
e l’esp

rit P
aris : G

alilée. 1
9

8
7
 

Ｊ
・
デ
リ
ダ 

港
道
隆
訳
『
精
神
に
つ
い

て
』
人
文
書
院 

昭
和
６
０
・
７ 

に
お
い
て 

L
a 

tâch
e 

d
’u

n
e 

d
éco

n
stru

ctio
n
 

(D
estru

k
tio

n
) d

e l’h
isto

ire d
e l’o

n
to

lo
g

ie 

（
存
在
論
の
歴
史
の
破
壊
＝
脱
構
築
と
い

う
任
務
）
と
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
仁
史
「
文
芸
史
記
述
の
方
法
」
『
文
芸
研
究
』
第
１

文 

芸 

学 

に 

お 

け 

る 

言 

の 

時 

間 

性 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
四 
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３
８
集 

平
成
７
・
１ 

参
照 

（
１
６
）In

g
ard

en
, 

R
o

m
an

. 
D

a
s 

litera
risch

e 
K

u
n

stw
erk

 
T

ü
b

in
g

en
: 

M
ax

 
N

iem
ey

er. 

1
9

7
2
 

初
版1

9
3

1

年 
3

6
6

 
 

Ｒ
・
イ
ン
ガ
ル
デ
ン 

瀧
内
槇
雄
・
細
井
雄
介
訳
『
文
学

的
芸
術
作
品
』
勁
草
書
房 

昭
和
５
７
・
１
２ 

（
１
７
）K

an
t, Im

m
an

u
el. K

ritik d
er U

rteilskra
ft. R

eclam
. 

Ｉ
・
カ
ン
ト 

篠
田
英
雄
訳

『
判
断
力
批
判
』
（
上
）
岩
波
文
庫 

昭
和
３
９
・
１ 

（
１
８
）
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト 

阿
部
宏
監
訳 

前
島
和
也
、
川
島
浩
一
郎
訳
『
言

葉
と
主
体
―
一
般
言
語
学
の
諸
問
題
―
』
岩
波
書
店 

平
成
２
５
・
１
０ 

原
著
初
版

1
9

7
4

年 

（
１
９
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
カ
イ
ザ
ー 

丘
澤
静
也
訳
「
物
語
る
の
は
誰
か
？
」
『
現
代
思

想
』
１
９
７
８
・
３ 

青
土
社 
原
著1

9
5

7

年 

カ
イ
ザ
ー
は
こ
の
論
文
で
Ｆ
・
シ
ュ

タ
ン
ツ
ェ
ル
、
Ｋ
・
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
等
の
直
近
の
「
語
り
手
」
論
に
言
及
し
て
い
る
が
、

カ
イ
ザ
ー
自
身
は
主
著
（K

ay
ser, W

o
lfg

an
g

. D
a

s sp
ra

ch
lich

e K
u

n
stw

erk
. T

ü
b

in
g

en
 

u
n

d
 B

asel: F
ran

ck
e
 1

9
9

2
 

参
照
）
『
言
語
芸
術
作
品
』
第
六
版1

9
6

0

年 

で
は
「
語

り
手
」
の
項
目
を
立
て
て
い
な
い
。
カ
イ
ザ
ー
の
突
然
の
死
去
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

（
２
０
）
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー 

渡
邊
二
郎
訳
『
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
』
ち
く
ま
学
芸

文
庫 

平
成
９
・
６ 

（
２
１
）
以
上
、
千
野
栄
一
『
言
語
学 

私
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』
三
省
堂 

平
成
１
４
・

７ 

に
よ
る
。
な
お
、
ヤ
ン
・
ム
カ
ジ
ョ
フ
ス
キ
ー 

平
井
正
・
千
野
栄
一
訳
「
詩
的

な
意
味
表
現
と
言
語
の
美
的
機
能
」
原
注
（
１
）
『
チ
ェ
コ
構
造
美
学
論
集
』
せ
り
か
書

房 

昭
和
５
０
・
７ 

三
谷
惠
子
「
カ
ル
ツ
ェ
フ
ス
キ
ー
」
『
言
語
』
２
０
０
１
・
２
別

冊 

言
語
の
２
０
世
紀
１
０
１
人 

大
修
館
書
店 

平
成
１
３
・
２ 

も
参
照
。
ロ
シ

ア
語
文
法
を
研
究
し
た
カ
ル
ツ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
着
想
に
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ

エ
と
の
関
係
が
複
雑
な
ス
ラ
ヴ
系
の
諸
言
語
間
の
関
係
へ
の
注
視
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
三
谷
惠
子
『
ス
ラ
ヴ
語
入
門
』
三
省
堂 

平
成
２
３
・
８ 

「
は
じ
め
に
」

の
項
に
ス
ラ
ヴ
語
の
実
態
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。 

（
２
２
）
Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ 

田
中
克
彦
訳
『
言
語
変
化
と
い
う
問
題
』
岩
波
文
庫 

平
成
２

６
・
１
１ 

 

（
２
３
）
プ
ラ
ー
ハ
言
語
学
サ
ー
ク
ル
（
マ
テ
ジ
ウ
ス
、
ハ
ヴ
ラ
ー
ネ
ク
、
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
、

ム
ヵ
ジ
ョ
フ
ス
キ
ー
）
「
第
一
回
ス
ラ
ヴ
ィ
ス
ト
会
議
提
出
の
テ
ー
ゼ
」
水
野
忠
夫
訳

『
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
文
学
論
集
２
』
せ
り
か
書
房 

昭
和
５
７
・
１
１ 

（
２
４
）
（
１
６
）Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ

 

第
三
版
序
文1

2
 

（
２
５
）W

ellek
, R

en
é. an

d
 W

arren
, A

u
stin

. T
h

eo
ry o

f L
itera

tu
re

 :H
arco

u
rt B

race an
d

 

C
o

. In
c. 1

9
4

8
 

Ｒ
・
ウ
ェ
レ
ッ
ク
、
Ｏ
・
ウ
ォ
ー
レ
ン 

太
田
三
郎
訳
『
文
学
の
理
論
』

筑
摩
書
房 

昭
和
４
２
・
５ 

 

 

日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
以
下
の
翻
訳
書
も
参
照
し
た
。 

カ
ン
ト
全
集
８
・
９ 

牧
野
英
二
訳
『
判
断
力
批
判
』
上
・
下 

岩
波
書
店 

平
成
１

１
・
１
２
、
１
２
・
９ 

『
新
訳 

ソ
シ
ュ
ー
ル
一
般
言
語
学
講
義
』
町
田
健
訳 

研
究
社 

平
成
２
８
・
９ 

ハ
イ
デ
ガ
ー 

熊
野
純
彦
訳
『
存
在
と
時
間
』
（
一
）
～
（
四
）
岩
波
文
庫 

平
成
２
５
・

４
～
２
５
・
１
２ 

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー 

細
谷
貞
雄
訳
『
存
在
と
時
間
』
上
・
下 

ち
く
ま
学

芸
文
庫 

平
成
６
・
６ 

  

本
稿
擱
筆
後
、
中
村
三
春
「
文
芸
学
と
概
念
的
相
対
主
義
―
高
橋
義
孝
『
文
芸
学
批
判
』
の

再
検
証
―
」
『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
２
８
集 

平
成
４
・
３ 

に
接
し
た
。
〈
対

応
＝
伝
達
〉
概
念
の
設
定
に
つ
い
て
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。 

 

（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
八
日
受
理
） 

一 

関 

高 

専 

研 

究 

紀 

要 
 

 

第 

五 

七 

号 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
五 


